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経 典 について

中央仏教学院講師小田義久

ともしび

釈尊は「自らを灯とし、法を灯とし、他を灯とするなか

れ･自らに帰依し、法に帰依し、他に帰依するなかれ」と
よ にゅうめつ

説かれ、法を教団の拠り所とすることを示して入滅されま

した。

しかし、釈尊の入滅直後、仏教教団の統制を乱すような
けつじゅう

言行をなすものも出現しましたので、第一結集が行われました。これは、
おうしやじようしちょうくつびくまかかしよう

マガダ国王舎城外の七葉窟に500人の比丘が集って行われました。摩詞迦葉
じかいだいいち うばり

が中心となり、持戒第一といわれた優波離が戒律について、その条文とそ
た

れが誰のためにどういう因縁で制定されたものか暗謂しました。また、多
もん あなん

間第一といわれた阿難は教説について暗講し、教法について述べました。

そして、そのたびごとに全員で確認し合調することにより、釈尊の教法と

戒律が、「仏説」として確定されたのであります。

その後、教団はインドの各地方へと発展し、これにともなって教法や戒

律について保守的な考え方を持つグループや、これらの固定化に反対する

進歩的なグループなどが現れるようになりました。

仏滅後100年頃になりますと、主として戒律の問題をめぐって700人の比

丘がヴァイシャーリ－に集って、第二結集が行われました。そしてこれを
こんぼん

機に、仏教教団は大衆部と上座部に分裂（根本分裂）しましたが、さらに
しまつ ぶは

分派（枝末分裂）が発生することにより、部派仏教の時代へと推移するの

であります。

インドでは、前317年頃にマウリヤ王朝が成立しました。前268年頃ビン

ドゥサーラ王のあとを継いで即位されたアショーカ王は、カリンガ地方の

征服を機に、仏教に帰依されました。そして、仏典結集（第3回）を援助
こんりゅう

したり、インド各地に多数の石柱碑や仏塔を建立し、自分の理想とするダ

ルマ（法）による政治に努められました。

なかでも法の宣布のために、国の内外に伝道師を派遣されたことは、仏

教がインド国内の一宗教に止どまることなく、世界の宗教へと飛躍する糸

口となりました。王は王子のマヒンダをセイロン（スリランカ）に派遣さ
なんでん

れました。このことは、仏教が東南アジア方面へ発展し、南伝仏教が成立

する要因となりました。またマジャンティカ（末田地）を、西北インドの
ほくでん

ガンダーラ地方に派遣されました。このことは、北伝仏教の発展に大きな
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